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みなさまが安全・安心に暮らしていくためには、医

療・介護などの社会保障や学校教育、ごみの収集や道

路・公園の整備など、国や県、市町村が行う公的サー

ビスが欠かせません。

それらの公的サービスの運営には多大な費用がかか

りますが、みなさまにはその費用を税金という形で負

担していただいております。

その中でも『市税』は、市民のみなさまから直接市

に納めていただいている税金であり、市民一人ひとり

の生活を支える大変重要な財源であると言えます。

そのような事から『市税』については、市全体でそ

の中身を理解し、市民のみなさまには正しく納税して

いただき、市役所は適切に使っていくことがとても大

切です。

本冊子は、平成28年度の決算に基づき、市民の皆

さまから納めていただいた市税について、その収入と

支出の中身を説明する資料として作成しております。

市民のみなさまには、本冊子をご覧いただき、正し

い納税と、沖縄市が行うまちづくりへのご理解・ご協

力をよろしくお願い申し上げます。



Ⅰ-1 市税の徴収状況

繰入金・繰越金

約43.2億円

6%

その他

約18.7億円

3%
使用料等

約12.8億円

2%

市債

約39.7億円

6%

譲与税等

約37.0億円

6%

地方交付税

約112.8億円

17%

県支出金

約78.1億円

12%

国庫支出金

約191.8億円

26%

平成28年度の沖縄市の収入が約678.5億円でした。

そのうち、市民のみなさまに納めていただいた市税の

決算額は約144.4億円でした。これを市民一人当たり*1にすると、

約102,052円納めていただいたことになります。
*1 人口は平成29年4月1日時点の人口（141,543人）を基準にしています。

市
税
の
内
訳
は
？

個人市民税…①

約49.4億円

34%

法人市民税…②

約6.4億円

4%

固定資産税…③

約77.6億円

54%

市たばこ税…④

約6.9億円

5%

軽自動車税…⑤

約4.1億円

3%

歳入総額

約678.5億円

◆個人市民税

市内にお住まいの方に所得に応じ

て納めていただきました。

◆固定資産税
土地や家、マンションなどを持って

いる方に納めていただきました。

◆市たばこ税

卸業者が沖縄市のたばこ小売業

者に売った際にかかる税です。

◆軽自動車税

軽自動車を所有する方に納めてい

ただきました。

◆法人市民税

市内の会社（法人）の業種や規模

に応じて納めていただきました。

市税総額

約144.4億円
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Ⅰ-2 市税の推移

沖縄市の市税の過去5年間の推移です。

徴収額、徴収率ともに増加傾向にあり、市税は本市の財政

運営において、非常に重要な財源となっております。

43.1 44.1 45.7 47.4 49.4 

6.3 6.7 6.9 7.5 6.4 

70.6 72.5 75.7 77.2 77.6 

6.5 7.4 7.0 7.1 6.9 3.1 3.2 
3.3 3.4 4.1 129.5 133.8 138.7 142.6 

144.4 
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140億円

160億円
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軽自動車税…⑤

市たばこ税…④

固定資産税…③

法人市民税…②

個人市民税…①

（単位：億円）

6.3 
6.6 

6.9 
7.5 

6.3 

0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 

98.4% 99.0% 99.0% 99.5%
99.8%

20.3%
15.6%
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4億円

5億円

6億円

7億円
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現年分 決算額

滞納繰越分 決算額

現年分 徴収率

滞納繰越分 徴収率

（単位：億円）

41.9 43.0 
44.7 46.2 

48.5 

1.2 1.1 1.0 1.1 1.0 

97.5% 97.8% 97.8% 98.4% 98.1%

35.7%
40.1% 42.3%

53.1% 54.9%
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現年分 決算額

滞納繰越分 決算額

現年分 徴収率

滞納繰越分 徴収率

（単位：億円）

※固定資産税は、国有資産等

所在市町村交付金及び納付金

を含めた額としています。
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Ⅰ-2 市税の推移
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6.5 

7.4 

7.0 
7.1 

6.9 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

6億円

7億円

8億円

H24 H25 H26 H27 H28

現年分 決算額

現年分 徴収率

（単位：億円）

※市たばこ税には滞納繰越分

はありません。
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※固定資産税は、国有資産等

所在市町村交付金及び納付金

を除いた額としています。
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Ⅱ-1 目的別歳出決算内訳

平成28年度の沖縄市一般会計歳出決算額は約649.4億円で

した。それを市民一人当たりに換算すると約458,788円になりま

す。歳出決算額を目的別でみると、一番多い歳出は民生費で

約331.0億円となっており、全体の52%を占めています。

民生費

約331.0億円

52%

教育費

約91.8億円

11%

土木費

約61.9億円

11%

総務費

約58.7億円

9%

衛生費

約32.7億円

5%

公債費

約30.9億円

5%

商工費

約23.3億円

3%

消防費

約11.0億円

2%
議会費

約3.8億円

1%
その他

約4.3億円

1%

こどもや高齢者、障がい者、生

活保護世帯などに対する福祉事

業や、国民年金に関する事務な

どに要する経費です。

国民健康保険特別会計等の特別

会計への支出も含まれます。

小中学校の義務教育にかかる

経費、幼稚園費、社会教育

費、保健体育費などの教育関

係に要する経費です。

道路や公園、市営住宅の

維持、新設、改良事業な

どに要する経費です。

市債（市の借

金）の返済金

（元金と利子）

などに要する経

費です。
人事、企画、財

政、徴税など、

主に市役所を運

営する為の事業

などに要する経

費です。

健康対策、母子

保健、医療費助

成、環境保全な

どに要する経費

です。

商工振興や観光

振興に関する事

業などに要する

経費です。

火災、風水害、

地震、消防団活

動、消防防災対

策などに要する

経費です。

市議会の開催

や、市議会議員

の給料など、議

会の運営に要す

る経費です。

その他には、農業施設整備

費などの農林水産費、雇用

対策費などの労働費、災害

があった場合の災害復旧費

などの経費があります。

歳出総額

約649.4億円

目的別歳出決算を

市民一人当たりに

換算すると・・・

合 計

458,788円

民生費 233,824円

教育費 64,841円

土木費 43,740円

総務費 41,462円

衛生費 23,092円

公債費 21,820円

商工費 16,493円

消防費 7,764円

議会費 2,687円

その他 3,065円

※各金額とも、市民一人当たりに換算した歳出金額です。平成29年4月1日時点の人口（141,543人）を基準としています。
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Ⅱ-2 市税の支出先

5
6
7
8
9

平成28年度に、市民のみなさまに納めていただいた市税

約144.4億円の使いみちは、次のとおりとなりました。

歳出決算額と同様に民生費が一番多く、約47.7億円の市税

が活用されています。

民生費

約47.7億円

33%

総務費

約19.3億円

13%

教育費

約17.3億円

12%

公債費

約11.6億円

8%

衛生費

約11.2億円

8%

土木費

約10.2億円

7%

消防費

約3.8億円

3%

商工費

約3.4億円

2%

議会費

約1.5億円

1%
その他

約1.4億円

1%

次年度繰越金

約17.0億円

12%

市税総額

約144.4億円

※各金額とも、市民一人当たりに換算した歳出金額です。平成29年4月1日時点の人口（141,543人）を基準としています。

合 計

102,052円

民生費 33,720円

総務費 13,651円

教育費 12,241円

公債費 8,210円

衛生費 7,901円

土木費 7,191円

消防費 2,697円

商工費 2,428円

議会費 1,063円

その他 990円

次年度繰越金 11,960円

市税の使いみちを

市民一人当たりに

換算すると・・・
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Ⅱ-3 目的別歳出決算財源の内訳

グラフからわかるように、市の歳出のうち、市税で賄って

いる部分は全体の２割前後となっています。

財源は、使いみちが決められている特定財源と、使いみ

ちが決められていない一般財源に区分できますが、市税

は一般財源に区分されます。

特定財源には、国や県からの補助金・負担金などがあ

り、市税以外のその他の一般財源には、自治体の財政状

況に応じて国から交付される地方交付税などがあります。

0億円

50億円

100億円

150億円

200億円

250億円

300億円

350億円

民
生
費

総
務
費

教
育
費

公
債
費

衛
生
費

土
木
費

消
防
費

商
工
費

議
会
費

そ
の
他

市税

その他の一般財源

特定財源

市税以外の財源って、何があるんだろう・・・・？
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Ⅲ-1 性質別歳出決算内訳

平成28年度の決算額を性質別でみると、一番多い歳出は扶

助費で約240.4億円となっており、全体の37％を占めています。

また、市民一人当たりに換算すると、169,846円となります。

扶助費

約240.4億円

37%

普通建設事業費

約113.9億円

17%

物件費

約83.8億円

13%

人件費

約70.2億円

11%

繰出金

約61.7億円

9%

公債費

約30.9億円

5%
補助費

約30.3億円

5%

積立金

約14.8億円

2%

その他

約3.4億円

1%

※各金額とも、市民一人当たりに換算した歳出金額です。平成29年4月1日時点の人口（141,543人）を基準としています。

歳出総額

約649.4億円

性質別歳出決算を

市民一人当たりに

換算すると・・・

扶助費 169,846円

普通建設事業費 80,450

物件費 59,198円

人件費 49,621円

繰出金 43,625円

公債費 21,821円

補助費 21,396円

積立金 10,438円

その他 2,393円

合 計

458,788円

性質別歳出の詳しい内容を、次のページから説明します♪
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Ⅲ-2 人件費支出詳細

　　　人件費のうち職員給は、約44.0億円でした。一般会計の

　　　職員数は、平成29年4月1日現在で875人です。職員一人

　　　当たりに対する市民は約161.8人です。

　　　　　※特別会計にかかる人件費は、繰出金として支出しています。

　　　　　※教育公務員の人件費も普通会計で支出しているため含めています。

退職金
議員報酬

職員給
職員数
退職金

議員報酬
職員一人あたり給与

職員給
職員数

民生費
衛生費
労働費

農林水産費
商工費
土木費
消防費
教育費
合計

人件費は、市の職員や議員、各種委員に支払う給料や報酬などにかかる経費です。

平成28年度は約70.2億円を支出しました。

（金額のうち市税の占める割合：約25.6億円）

約44.5億 約43.9億 約43.4億

約41.6億 約43.3億
約43.5億 約44.0億

860人 862人 860人 861人

865人
872人

875人

800人

810人

820人

830人

840人

850人

860人

870人

880人

890人

約30億円

約35億円

約40億円

約45億円

約50億円

約55億円

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

7年間で職員数が15人増えていますが、

職員給は0.5億円減っています。

人件費

議会費

約0.6億円

1%

総務費

約10.8億円

25%

民生費

約8.8億円

20%

衛生費

約2.1億円

5%

労働費

約0.4億円

1%

農林水産費

約1.1億円

2%

商工費

約1.8億円

4% 土木費

約2.6億円

6%

消防費

約6.4億円

15%

教育費

約9.4億円

21%

内
訳
を
目
的
別
に
見
る
と
？

総額

約44.0億円

市民1人当たり

が納めた市税

102,052円のうち

約18,119円が

使われました。
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Ⅲ-3 扶助費支出詳細

保育園での子育て支援
（市立含まず）

約41.8億円
※市立保育所の管理運営費はＰ11

の物件費になります。

子どもの福祉のために

法人保育園 37園

地域型保育施設 3園

認可外保育園 43園

子育ての経済的支援
（児童手当、児童扶養手当、

要・準要保護児童の援助費

及び給食費の支給など）

約51.3億円

子どもやひとり親家庭

の医療費負担軽減
（乳幼児・母子父子要保護及び

準要保護等の医療費助成）

約4.3億円

児童手当受給者数

12,373人

対象：0歳から

中学校卒業まで

扶助費は、市民のみなさまの医療や福祉など、社会保障にかかる経費です。

平成28年度は約240.4億円を支出しました。

（金額のうち市税の占める割合：約22.7億円）

市民1人当たり

が納めた市税

102,052円のうち

約16,034円が

使われました。

扶助費

高齢者の福祉

のために

※高齢者の医療と介護保険については、

特別会計で事業を実施しています。

老人ホームへの

入所措置費

約0.3億円

住宅設備改修や低所

得者への負担軽減

約497万円

障がいのある方の

福祉のために

介護や援助、自立のために

必要なサービスの提供

及び

障がいのある方への

経済的な支援
（地域生活支援・訓練費・自立支援医

療費等、特別障害者手当給付費、障害

者(児)支援給付費、重度心身障がい者

医療費助成金）

約53.9億円

生活にお困りの方

のために

被保護世帯数 3,895世帯

被保護者数 5,139人

生活保護費等の支給
(生活保護費、

住宅支援給付事業）

約84.3億円
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Ⅲ-3 扶助費支出詳細

生活保護費等の支給
その他

合計

扶助費は、市民のみなさまの医療や福祉など、社会保障にかかる経費です。

平成28年度は約240.4億円を支出しました。

（金額のうち市税の占める割合：約22.7億円）

約122.1億
約126.8億

約137.4億

約163.6億

約177.4億

約190.0億

約202.2億

約216.3億

約229.5億

約240.4億

約100億円

約120億円

約140億円

約160億円

約180億円

約200億円

約220億円

約240億円

約260億円

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

扶助費

10年間で扶助費が約118.3億円増えており、

約197％の増加率となっています。

扶助費

子育ての経済的支援

約51.3億円

21%

その他

約4.5億円

2%
子どもやひとり親家庭

の医療費負担軽減

約4.3億円

2%

介護や援助、自立

のために必要な

サービスの提供

約6.8億円…

障がいのある方

への経済的支援

約47.2億円

20%

生活保護費等の支給

約84.3億円

35%

保育園での

子育て支援

約41.8億円

17%

内
訳
を
支
出
内
容
別
に
見
る
と
？

総額

約240.4億円

市民1人当たり

が納めた市税

102,052円のうち

約16,034円が

使われました。
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Ⅲ-4 普通建設事業費支出詳細

※H25までは総事業費を出していたが、わかりやすい予算では単年度の事業費しか出しておらず、

122201　市民会館改修事業

　　　　　　※複数年にわたって実施している普通建設事業については、
　 　　　　　　平成26年度の事業費と総事業費（カッコ内）を表示しています。

山里第一地区市街地再開発促進事業

平成28年度執行額 ： 約11.8億円

普通建設事業費は、市の建物や道路、公園などの整備にかかる経費です。

平成28年度は約113.9億円を支出しました。

（金額のうち市税の占める割合：約6.3億円）

普通建設

事業費

高原小学校校舎新増改築事業

平成28年度執行額 ： 約10.1億円

図書館建設推進事業

平成28年度執行額 ： 約10.6億円
（仮称）雇用促進施設等整備事業

平成28年度執行額 ： 約9.1億円

（仮称）多目的広場整備事業

平成28年度執行額 ： 約7.3億円

島袋小学校校舎改築事業

平成28年度執行額 ： 約9.2億円

市民1人当たり

が納めた市税

102,052円のうち

約4,444円が

使われました。

公園整備事業
（仮称）美東公園、若夏公園、山内公園、こど

もの国公園、海中道路跡都市緑地など

平成28年度執行額 ： 約11.6億円
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Ⅲ-3 扶助費支出詳細

①市民文化系施設

③子育て支援施設
④学校教育系施設
⑤社会教育系施設
⑥産業系施設
⑦保健・福祉施設
⑧行政系施設
⑨市営住宅
⑩下水道
⑪公園
⑫道路・橋梁

合計

※施設類型は、「沖縄市公共施設等総合管理計画」の施設類型に準じて分類しています。

普通建設事業費は、市の建物や道路、公園などの整備にかかる経費です。

平成28年度は約113.9億円を支出しました。

（金額のうち市税の占める割合：約6.3億円）

約76.7億

約31.5億

約45.9億

約32.6億
約35.6億

約68.5億

約111.2億

約69.1億

約90.4億

約113.9億

約20億円

約30億円

約40億円

約50億円

約60億円

約70億円

約80億円

約90億円

約100億円

約110億円

約120億円

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

普通建設事業費

10年間で普通建設事業費が約37.2億円増えており、

約149％の増加率となっています。

普通建設

事業費

学校教育系施設

約29.7億円

26%

社会教育系施設

約11.3億円

10%

その他

（保健・福祉施設、下水道）

約0.7億円

1%

スポーツ・レク

リエーション施設

約7.9億円

7%

市営住宅

約6.4億円

6%

市民文化系施設

約3.1億円

3%

行政系施設

約5.1億円

4%

産業系施設

約9.2億円

8%

公園

約12.9億円

11%
道路・橋梁

約6.1億円

5%

土地区画整理

・再開発等

約14.0億円

12%

内
訳
を
施
設
類
型
別
に
見
る
と
？

総額

約113.9億円

市民1人当たり

が納めた市税

102,052円のうち

約4,444円が

使われました。

子育て支援施設

約7.5億円

7％
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Ⅲ-5 物件費支出詳細

選択
1
1
1
1
1
1
1
5
5
1
5
1
5
5
5
2
3

幼稚園や小中学校の管理運営

小学校数16校

児童数9,875人

中学校数8校

生徒数 4,990人
学校基本調査より

平成28年5月1日時点

小学校の管理運営

約4.7億円
中学校の管理運営

約2.7億円

幼稚園の管理運営

約2.5億円
学校給食の管理運営

約1.4億円

その他の施設の管理運営

文化・教育施設の管理運営

約2.7億円
経済・産業施設の管理運営

約2.7億円

市役所庁舎の管理運営

約2.6億円
その他（こどもの国等）

約4.3億円

総合運動場の管理運営

約1.5億円

約2.1億円

公園の管理

約1.4億円

道路の管理
市内88公園

公共施設状況調査より

平成29年3月31日時点

物件費は、公共施設の管理運営や様々な公共サービスにかかる経費です。

平成28年度は約83.8億円を支出しました。

（金額のうち市税の占める割合：約25.2億円）

物件費

約0.8億円

消防施設の
管理運営

約4.8億円

ごみの収集

子育て支援施設

の管理運営

児童館や放課後児童クラ

ブの管理運営

約0.4億円

市立保育所の管理運営

約2.1億円

福祉の運営

障がい者の福祉

約1.6億円

高齢者の福祉

約0.1億円

約8.8億円

健康診断など

職員代替補充費、事務（管理）費

約10.3億円

事務費等に

は･･･

市民1人当たり

が納めた市税

102,052円のうち

約17,814円が

使われました。
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